
大手通信事業者における個人データの委託先の監督等について

0昨今、 電気通信事業者において、 委託先を通じて大量の個人データの漏えいが発生する事案が複数発生しております。

0個人データの取扱いを委託する場合には、 委託先の選定、 委託契約の締結及び委託先における個人データ等の取扱状況の把握

等、 委託先に対する必要かつ適切な監督を行う必要がありますが、 昨今の事案においては、

・個人データの取扱いの委託が行われているにもかかわらず、 委託先と再委託先の間の契約が業務委託契約ではなく、 外部サ
ー ビス利用契約であったことから、 再委託の事実の把握や再委託先における個人データの取扱状況の把握が十分に行われて

いなかったケース

・個人データの委託先（再委託先を含む。）において、 外部のクラウドストレー ジヘのアクセスや外部記録媒体の利用が可能

となっており、 それらを通じて個人データが不正に持ち出されるなど、 物理的安全管理措置、 技術的安全管理措置等が不十

分となっていたケース

など、 委託先の監督が不十分であることに起因して、 個人データの漏えいが発生しているケースが見受けられました。

0特に、 外部サー ビス利用契約については、 同様の契約形態に伴う個人データの取扱いの委託が他の事業者においても行われてい

ることが想定されるところ、 個人データの取扱いを伴う外部サー ビス利用契約に係る認識や個人データの漏えい対策等を確認す

るため、 今般、 大手通信事業者における状況についてヒアリングを行うこととしました。

0つきましては、 以下の各項目について、 委託先の監督に関する貴社の取組・状況をご記載ください。

社名 東日本電信電話株式会社

1. 委託先について

1-1. 個人データの取扱いの委託（再委 ※例えば、 「コ ールセンタ業務を行う者に契約者の氏名、 電話番号等を

託）について、 どのような情報 委託」のように、 委託の目的ごとに括った形で、 委託する個人データ

を、 どのような事業者に委託して の件数の多いものを数例ご記載ください。
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